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日本から新興国への高度人材移動に関する経済学的研究 *
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管理統計年報によれば、1991 年から 2000 年にか
けて、「人文知識・国際業務」の在留資格は 10 年
連続して入国超過となり、合計で 13,812 名もの入
国超過であったが、2001 年から 2012 年にかけて




























































世界銀行 Open Data によれば、日本のアジア各国
の国民一人あたり国内総生産（米国ドル）は 1991
年の時点では、$28,541 とシンガポールの $14,505
の約 2 倍、韓国の $7,676 の約 3 倍であり、マレー




と日本を上回り、韓国も $25,997 と、かつて 3 倍
あった差は半分にまで縮まっている。さらに、マ












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































機があった 1998 年にはインドネシアが－ 13.1%、
タイが－ 10.5%、マレーシアが－ 7.4% と落ち込ん
だが、その後は再び回復している。世界経済をリー
マンショックが襲った時期にも、2009 年に日本の
GDP 成長率は－ 5.5% と落ち込んだが、2009 年の






2 億 4,686 万人、日本が 1 億 2,756 万人、フィリピ
ンが 9,671 万人、ベトナムが 8,877 万人、タイが




は、日本は 1991 年の約 70％から右肩下がりで減
少しており、2012 年には 62.5％にまで減少した。




　　　出所：World Bank, Open Data をもとに筆者作成
表３　アジア各国の GDP 成長率推移　　（%）
　　出所：World Bank, Open Data をもとに筆者作成


























となる。ここで Wa は新興国での賃金、R は時間




















差（  ）を 5 倍、日本での就業確率を 95％（失







率 G が高いほど増加するため、G1 > G2 > G3 と仮
定する。また、日本での期待報酬は就業確率が高
いほど（失業率 U が低いほど）増加するため、U1 








統計月報』世界銀行作成の Open Data 中国国家統
計局発行の『中国統計年鑑』アジア開発銀行発行
の Key Indicators for ASIA and the Pacific ならびに法
務省発行の『出入国管理統計年報』の 1992 年～







Y ＝ a0 + a1X1 + a2X2 + a3X3 + a4X4 + a5X5 + u
Y1 : 出国人数（人文知識・国際業務）
Y2 : 出国人数（技術）
X1 : 出身国 GDP 成長率




U :  誤差項
































































　　　　　　*** は１% 水準で有意、** は５% 水準で有意
係数 T-Value 有意確率 係数 T-Value 有意確率
母国GDP 成長率 806.1*** 3.732 .000 424.9*** 3.298 .001
日本GDP成長率 -766.1** -2.020 .047 -527.5** -2.332 .022
失業率 -4.67 -.017 .965 61.474 .379 .728
日本失業率 2268.0*** 2.786 .006 1595.7*** 3.285 .001
対外直接投資 6.36*** 15.842 .000 0.351*** 14.681 .000
定数項 -14999.6*** -3.804 .000 -9378.7*** -3.987 .000
自由度調整済R2
サンプル数 147 147
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